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螺旋階段（非常階段）螺旋階段（非常階段）螺旋階段（非常階段）螺旋階段（非常階段）

写真使用の材料概算

Ⅰ　踊場床まで高さ　3000m　踊場手摺の高1000ｍ
Ⅱ　階段12段＋踊場 （3000÷13＝231ｍｍ）
Ⅲ　蹴上げ（階段1段の高さ200～240ｍｍ位で調整）
Ⅳ　階段手摺の高さ900ｍｍ
Ⅴ　階段の幅570mm（一人用）

螺旋階段部＋踊場部使用金具
写真の踊場部使用金具を含む

① 1-3Ｋ 2 個

踊場までの高さの調整

段数と蹴上げの高さと回転

自分で出来る自分で出来る自分で出来る自分で出来る① 1-3Ｋ 2 個
② 3-2Ｔ 個
③ 4-2Ｌ 6 個
④ 6-1E 個
⑤ 7-1Ｓ 個
⑥ 7-1A 2 個
⑦ 10-1Ｂ 個 踊場部使用金具の詳細

⑧ 13-1Ｆ 個 設置場所により異なります

⑨ 15-1Ｂ 1 個 ① 3-2Ｔ 6 個
⑩ 20-2Ｘ 個 ② 4-2Ｌ 2 個
⑪ 11-1Ｃ 個 ③ 6-1E 2 個
⑫ Ｒ-ＣＰＬ(ﾌﾟﾚｰﾄ）12 枚 ④ 7-1A 2 個
⑬ Ｒ-ＪＶＦ(ﾁｭｰﾌﾞ） 5 m 場所により筋交いの検討必要です

手摺チューブ（金属ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞにＰＶＣ加工の保護管）手摺４２－４８チューブ）

使用パイプ　約50m（5m×10本）
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自分で出来る自分で出来る自分で出来る自分で出来る

使用パイプ　約50m（5m×10本）
接続用ボルト（根角ボルトＭ10-20）　19本　
アンカーボルト（Ｍ10-60）　　24本
階段縞板取付ボルト（Ｍ4-20）　24本

螺旋階段部のパイプ切断長さ

① １段目階段手摺支柱・踊場支柱パイプ　３，９５０　1本

② 2段目階段手摺支柱　１，２１０　1本

③ 3段目階段手摺支柱　１，４４０　1本

④ 4段目階段手摺支柱　１，６７０　1本

⑤ 5段目階段手摺支柱　１，９３０　1本

⑥ 6段目階段手摺支柱　２，１４０　1本

⑦ 7段目階段て摺支柱　２，３７０　1本

⑧ 8段目階段手摺支柱　２，５９０　1本

⑨ 9段目階段手摺支柱　２，８２０　1本

⑩ 10目階段手摺支柱　３，０５０　1本⑩
⑪ 11段目階段手摺支柱　７３５　1本＋筋交い　430　1本

⑫ 12段目階段手摺支柱　７３５　1本＋筋交い　430　1本

⑬ 中心パイプ　　３，９５０　　1本

⑭ 踏み板取付　６４０　12本＋踊場取付用　1本＝13本
踊場部パイプは省く(設置場所により異なります）

Ｒ-ＣＰＬ-A(アルミ） Ｒ-ＣＰＬ-Ｆ(鉄）
階段折り曲げ強化プレート【縞板厚　ｱﾙﾐ　2.3t】
表面処理・アルミ（生地）・　鉄（電気鍍金仕上）

基礎部に芯より半径600の円をケガき
手摺支柱の間隔を314mmに記しを付
ける。 1200×3.14÷12＝314


